
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2022年2月7日

派遣決定番号 307L

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 川地　晃正

担当者部署 連絡先電話番号 0575-82-2073

担当者役職 地域連携・学年主任 担当者氏名 熊崎孝之 連絡先E-mail

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 郡上市教育委員会 連絡先部署 学校教育課

担当者氏名 永谷　純 連絡先電話番号 0575-67-1468 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2022年2月7日 8時30分 12時30分 0 240

派遣形態 支援・助言（オンライン）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

116 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

進路指導部

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（４日目）

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

岐阜県立郡上北高等学校

501-5122　岐阜県郡上市白鳥町為真1265番地２

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

濱田　真輔

大変よい

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

　日々環境変化をする中で、臨機応変に対応することが求められたが、その都度、学校側の状況を理解し、生徒の学びを止め
ないための手立てを助言していただいた。また、教員や生徒とともに「防災」について探究することを楽しんでくださり、リ
ラックスして臨むことができた。

アドバイザー
への要望事項

　ぜひ、今年度の学びを根付かせたいので、来年度以降もアドバイザーとして支援いただきたい。

○掲載可

人数

郡上北高校（27人）・白鳥中学校（89人）

　新型コロナウイルス感染者数が増えている中で、当初の予定どおり「防災」をテーマにした課題探
究型学習を実施するためにどのような方法があるかを検討する必要があった。特に中学校側で実施を
予定しているワークショップの方法の検討とオンライン機器の使用方法には支援の必要性が高かっ
た。

　（４日目）中学校と高等学校がオンラインツールでつながり、アドバイザーの指導のもと「防災」
をテーマにした課題探究型学習を実施すること。これまでのインプットの授業の知識を活用し円滑な
意見交流をおこなうために、教員がどのように伴走すれば良いかが理解される場となること。また、
オンラインツールを利用した対話でも避難所運営に関する意識の向上を図ること。

　授業冒頭に問いを与え、中学生と高校生がブレイクアウトルームで対話した。生徒の様子をみなが
ら、ブレイクアウトルームの時間を調整し、中学生の考えを最大限引き出す場を設けた。中学生の入
れ替わり時間には高校生のファシリテートの振り返りをし、円滑に進めるための助言を行った。



支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑦その他

　オンラインツールを用いての指導ということで、当初はネット環境の不具合などが心配されたが、
アドバイザーの助言のとおり実施したことで、問題なく終了した。また、担当教諭は、中学生や高校
生にとって今後、このようにオンラインでつながる機会は多くなることや本時の経験はsociety5.0が
到来した社会で必要であると価値づけしており、オンラインツールを利用した学びの必要性を教員側
も実感していた。ブレイクアウトルームでは、高校生側が慣れてくることで徐々にファシリテーター
としての役割をはたしている様子が見られた。

　両校の生徒が取り組む「地域をテーマとした課題探究型学習の成果発表会」において、発表内容の
質的な変化を期待する。また、本事業から成長した生徒が、地域住民への啓発活動を進め、情報化や
防災についての意識の向上が期待できる。

　生徒は災害がいつ起きてもおかしくないということを自分事として認識していた。今年度オンライ
ンで実施したことで、今後、本事業の新しい展望が生まれた。自宅から参加する生徒もいたことか
ら、このような情報化の進展が災害が多い地域での学びを支えていく可能性が見出された。

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、中学生・高校生の対面での交流は実施でき
なかった。その一方で、オンラインツールを用いて実施し結果的に成功を収めることができた。この
成功は、他県の生徒や海外の生徒との交流などの広がりも模索できるなど、これまで３年間継続して
実施していた事業を一歩進んだものに展開していくことが期待できた。今後も継続して支援いただく
ことで、白鳥地区の情報化ならびに防災に関する学びの土壌を構築したい。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

　高校側の意見では、オンラインで生徒の意見を引き出す難しさもあったが、慣れていく中で、
チャット機能などを活用するなど工夫がみられた。中学生はオンラインツールに慣れている生徒もい
たものの、対話をする経験が少なかったため、最初は緊張をしていたようだが徐々に慣れていた。

最も当てはまるものリストより選択下さい ⑤その他



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

中日新聞中濃版でも紹介された（2022.2.8）


